
  

 
 
 

 みなさん、こんにちは。今年度から図書館長になりました佐藤です。 

 若者の中で昭和の時代のものが流行っていると耳にしました。これから私の経験した昭和の時代のことを思い出していきたい 

と思います。 

 私にとって図書館は、物心着いたころから、遊び場の１つでした。図書館が近くにあり、また通学路だったこともあり、ほぼ毎日 

通っていました。松谷みよこさんの書いた「モモちゃんシリーズ」が大好きで、ずっと見ていた思い出があります。中学時代では、 

ノンフィクションものや推理小説にはまり、様々なものを読んでいたなあと記憶がよみがえりました。図書館という独特な雰囲気 

も、少し背伸びしたような気分で大好きでした。今は電子書籍やスマートフォンなど便利なものがたくさんあります。そんな中だか 

らこそ、昭和がブームになっている今だからこそ、あえて利便性を追求しない紙媒体の書籍に大いに触れてほしいと思います。 

 みなさんが楽しく利用できる図書館にしていきたいと思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 
 
 

サン＝テグジュペリ著 『星の王子さま』  岩波書店  953.7/Sa22 

 サハラ砂漠に不時着した孤独な飛行士と、「ほんとうのこと」しか知りたがらない純粋な星の王子さまとのふれあいを描いた永遠の名作。 

 著者自ら描いた挿絵のかわいらしさも魅力です。 

【担当科目】 「成人看護学」 

筧 裕介著 『認知症世界の歩き方』  ライツ社  493.758/Ka24 

   乗るとだんだん記憶をなくす「ミステリーバス」、時計の針が一定では刻まれない「トキシラズ宮殿」」・・・。 

   この物語に登場するのは、架空の主人公でも、知らないだれかでもなく、「少し先の未来のあなた」や「あなたの大切な家族」です。 

   この本を手引きに、認知症世界を旅してみましょう。 

「秋田看護福祉大学教職員が推薦！！ 

大学生のうちに読んでおきたい図書100選」（2021年版） 

に選書されました！ 

―――   図書館の特集コーナーをご紹介します  ――― 

  

 2022年2月24日、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻が始まり 

ました。日々報道される惨状に、多くの人が心を痛めています。 

 戦争のない世界のために、明るい未来のために、私たちにできる 

ことは何でしょうか。 

 戦争をテーマに取り上げた図書をご紹介します。 

 
◇中脇 初枝著 『世界の果てのこどもたち』   
                             講談社  913.6/N43 
 
 「あの戦争は、誰のためのものだったのだろうか。」 
 戦時中の満州で出会った、3人の少女たちの物語。フィクションで 
あってフィクションでないこの物語は、戦争を知らない私たちに、二 
度と戦争をしてはならないということを再認識させてくれます。 
 

◇日本婦人有権者同盟著 『語り継ぐ戦争の記憶』   
                     日本婦人有権者同盟  916/N71 
 
 戦後70年、生き証人50人が語った「戦争の記憶」。 
 少女たちは何を見たか。終戦後、市川房枝とともに平和を願い、 
行動してきた女性たちによる渾身の記録集です。 
 

◇石井 光太著 『浮浪児1945-戦争が生んだ子供たち』   
                             新潮文庫  916/N71 
 
 1945年の終戦直後、焦土と化した東京では、家も家族もなくした 
浮浪児が野に放り出されていた。浮浪児の十字架を背負った者た 
ちの人生を追う、戦後裏面史に切り込む問題作。 
 

  

 生きる上で基本となる「食」。 

 手軽だからとインスタント食品ばかり選んだり、忙しくて1食抜いて 

しまったり・・・。自らの身体を作る大切な大切な「食」について、この 

機会に考えてみましょう。 

 

 
◇小川 糸著 『ライオンのおやつ』 ポプラ社  913.6/O24 
 
 余命を告げられた雫は、残りの日々を瀬戸内の島のホスピスで過 
ごすことに決めた。そこでは毎週日曜日、入居者がもう一度食べたい 
思い出のおやつをリクエストできる「おやつの時間」があった―― 
 あなたが最後に食べたいおやつは何ですか？ 
 今ある命を大切にしたくなる物語です。 
 

◇頭木 弘樹著 『食べることと出すこと』  医学書院  916/Ka76 
 
 難病・潰瘍性大腸炎を患う著者によるエッセイ。壮絶な闘病体験 
ですが、ユーモア漂う文章で綴られているため読みやすいです。 
 「体験しないとわからないこと」を少しだけわからせてくれる、おす 
すめの一冊。 

◇左巻 健男監修  イラスト：いとうみつる 

『食品添加物キャラクター図鑑』 日本図書センター  498.519/Sa57 
 
 私たちの生活に身近な51の食品添加物をキャラクター化！その 
特徴や働き、人体への危険性がわかりやすく解説されています。 
 食品添加物のホントを学び、食べるものを自分で選ぶための一歩 
を踏み出しましょう。 
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 図書の貸出についてご案内します。 

 借り方がわからず図書館を利用しづらく感じていた方も、これを 

機に図書館へ足を運んでみましょう！ 

 
◇貸出手続き◇  

①借りたい図書を持ってカウンターへ行く 

②貸出票に必要事項を記入する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③学生証と図書、貸出票を職員に渡す 

④職員から学生証と図書を受け取る 

◇貸出冊数と期間◇ 

 【貸出冊数】 学生 ： 5冊     教職員 ： 30冊 

 【貸出期間】 学生 ： 1週間   教職員 ： 3ヶ月 

 

 長期休業中（夏季・冬季・春季）は貸出期間を延長しています。 

 看護研究、ゼミのために利用する図書は、30日借りられます。 

  ３、４年生が対象です。 

 返却期限の前日と当日には、貸出期間の延長が可能です。 

  カウンターに学生証と利用控、延長する図書をお持ちください。 

◇図書の探し方◇ 

 ①本を検索パソコン（OPAC）で検索し、請求記号をメモする 

 ②請求記号の分類番号をもとに書架を探す 

 ③同じ分類番号が複数冊ある場合は、著者記号のアルファベット 

 順、数字の小さい順に探す 

 ④現物（本）を見て探している本かどうか確認する 

・・・請求記号とは・・・ 
  

 図書の背に貼ってあるラベルの番号を「請求記号」といいます。 

 館内の資料はこの番号順に並んでいるので、請求記号によって 

資料がどこにあるのかわかります。 

Sh69 

492.9 
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①【分類番号】テーマ別に区別 

②【著者記号】著者・シリーズの頭文字 

③【巻冊番号】巻数・発行年 

◇図書のリクエスト◇ 

  参考書や小説など、図書館に置いてほしい本がありましたら 

 購入希望申込用紙に記入して、リクエストBOXに入れてください。 

  用紙とBOXはカウンター横のロッカーの上にあります。 

 

その他、利用方法、資料の所在、文献検索など 

わからないことがありましたら 

お気軽に図書館職員にお声がけください！ 

 

 図書館では毎年、年に3回ほど図書の 

購入をしています。 

 新しい専門書はもちろん、話題の小説 

なども受け入れているので、ぜひ図書館に 

お越しください♪ 

 

※ 「図書館だより」で紹介している本の出版社・ISBN等、詳細をお知りになりたい方は図書館までお問い合わせください。 

                   ❖開館時間  学期中    月曜～金曜   午前８時３０分～午後６時３０分 
                                    土曜        午前９時００分 ～午後１時００分 
                            長期休業中 月曜～金曜   午前８時３０分～午後５時１０分 
          （このほか、試験期間中の延長開館や 学内行事に関わる特別開館時間等があります。） 
      
                 ❖休館日  日曜・祝日、長期休業中の土曜、その他 館長の定める日 
 
         ※新型コロナウイルス感染症対策のため、開館時間を変更しています。詳細はHPをご覧ください。 

  〒017-0046 大館市清水2 - 3 - 4 
  TEL：0186 - 45 - 1785 

 http://www.well.ac.jp/library 

表紙のバーコードラベルに 

記載された10桁（または6桁） 

の番号 

 

氏名、学籍番号、学年 
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